
イノベーションを起こす中心市街地活性化策
（事例：飯田市のりんご並木まちづくりネットワーク）
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飯田の街中の賑い創出にみるクリエイティビティの発現

りんご並木
（飯田のまちづくりの原点）

中心市街地の再開発
（りんご並木周辺の空間整備）

りんご並木まちづくり
ネットワーク

ネットワーク運営の原則
①自主性
②皆が協力していこう

人形劇のまちづくり
人形劇カーニバル

人形劇フェスタ
（日本最大の人形の
祭典へ発展）

丘のまちフェスティバル
インターナショナルフィギュアマーケット
（サブカルチャーの祭典として発展）

痛車
展示

痛タク
街中のタクシー会社
全６社が協働

共創の場
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昭和22年飯田大火

・地域に対する誇り

・「自らのまちを自らで守り育てる」

・「まちづくりの基本精神」

りんご並木のもたらしたもの

りんご並木の誕生

・大火後の昭和2８年、地
元中学校生徒たちが「
自分たちの手で美しい
街をつくろう」という
夢を抱き、40本のりん
ご並木を植樹

・3577戸を消失

・市街地の2/3を消失

・約72ヘクタールの

区画整理を実施

【りんご並木の変遷】

昭和60年頃

現 在区画整理実施後
（昭和27年）

（参考） りんご並木(飯田のまちづくりの原点)
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・子どもから高齢者まで 様々な世代が主体的に活動できる

・まちの機能を活かして、それぞれのライフステージに応じた暮らしや活動ができる

【再開発エリア】

川本喜八郎
人形美術館

集合住宅

飯田市立動物園

りんご並木

りんご並木
エコハウス

テナントミックス
「並木横町いこいこ」

集合住宅

地元金融機関
本社ビル

【銀座堀端ビル】

モーニング・ウォーク オープンカフェ 市民サロン（学習の場） フィールド スタディ動物園

足湯

まつり

域産域消レストラン

電動小型バス

りんご庁舎・市民サロン

（参考） 中心市街地の再開発
活性化の取組 まちなか居住の推進と複合機能の整備
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いいだ人形劇フェスタ
◆1979年(国際児童年)「人形劇カーニバル飯田」として第1回開催

◆1999年 市民主体(実行委員会)の「いいだ人形劇フェスタ」になる

【フェスタ2015の実績】

◇観劇者数 ： 40,575人

◇参加数 ： 326劇団（劇人1,745名）

◇公演数 ： 457公演

◇ボランティア数 ： 2,245人

（参考） 人形劇のまちづくり

◆かつて伊那谷には２９の人形座があった。

◆現在、伊那谷に４座（飯田市に２座）が伝承。

◆人形師を迎え入れて、技術を高めた。

刻まれた３００年の歴史

在銘最古のかしら
黒田人形

（国指定重要無形文化財）

川本喜八郎人形美術館
◆平成19年３月オープン

◆人形美術家川本喜八郎氏

は「この飯田の地こそ人形

たちに一番ふさわしい場所」

と語り、人形200体余を寄贈。

人形劇センターの設置
◆「小さな世界都市」の実現に

向け、人形劇に関わる多様な

主体への専門的な支援

（人形劇文化向上への貢献）

人形を常設展示する地域人形劇センター

川本喜八郎作
「諸葛亮孔明」

国内最大の人形劇の祭典 今年38回目を開催

いいだ人形劇フェスタ
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りんご並木活性化事業
（歩行者天国 3月～11月に月1回開催)

りんご並木まちづくりネットワーク

(所属団体約30団体)

（参考） りんご並木まちづくりネットワーク
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• 平成19年に「人形劇のまち飯田」にち
なみ、フィギュアをテーマにしたフリー
マーケットを開催。

• その後、南信州ご当地グルメ、コスプ
レ・痛車などのサブカルチャーのイベ
ントも加わり、「飯田丘のまちフェス
ティバル」として、毎年30,000人を超え
る来場者でにぎわっている。

（参考） 丘のまちフェスティバル
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（余談） 飯田でタクシーを呼ぶ時、「痛タクで」と言うと・・・
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自立志向のクリエイティブ・コミュニティ
の創出に向けて
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32
32

「善い地域」の重要な要素飯田の合計特殊出生率（2014）

2030年 誰もが認める「善い地域」創出へ

地域コミュミティの質を上げる3要素



地域協議会

まちづくり委員会

生活
安全

環境
保全

公民
館

健康
福祉

地域
振興

住
民

自治
会区

自治
会区

自治
会区

組合未加入
世帯

NPO団体
等

公
募

・・・・

市役所本庁

庶務課 環境課 防災交通課 市公民館

教育委員会

必要により連絡調整会議 公民館長会

○○自治振興センター
○○地区公民館

（館長・主事）
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地域自治組織の再構築 ～「トップダウン」から「ボトムアップ」へ

【導入前】

共創の場

【導入後】





平成２７年

３月２９日
開園

H22年 市政懇談会で公園化を提案
橋北地区で署名実施 7割同意

H23年 「菱田春草誕生の地」整備を願う

市民の会設立 募金活動開始
市と橋北まちづくり委員会で

パートナーシップ協定締結
H26年 公園工事実施

H27年 「春草公園を愛する会」管理・活用
菱田春草 菊慈童
明治7年仲ノ町
に生まれる

飯田市美術博
物館所蔵

生誕地には塀と看板があるだけで、
あまりにさみしい

春草を顕彰する公園の整備を

横山大観書のモニュメント

35

QOCの向上②自治性 事例：菱田春草生誕地公園整備



地区住民自らが地域をデザインする地区基本構想を策定
20地区中17地区で制定 1地区策定中（平成29年度中）

○地域住民自らが、地域の将来像を共有し、その実現に向けた構想・計画を策定
○各地区の基本基想に基づき、地域の特色を活かしつつ、多様な主体の協働による様々
な取組を通じて、将来像の実現を目指す

36

QOCの向上③価値観の共有 事例：地区基本構想の策定



37

（H17.10.12 県知事認可）

○ 飯田市千代デイサービスセンター 「しゃくなげの郷」
◆ 通所デイサービス 定員15名

○ 千代保育園
○ 千栄分園

＜千代しゃくなげの会基本理念のポイント＞

１ 地区一人一人が直接的又は間接的に運用に関与
２ 地域の子どもやお年寄りは地域で守り育てる

地域自治組織から創発するイノベーションの事例
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